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１．新地方公会計制度の概要 
 
（１）制度導入の背景 
現在、地方公共団体（公営企業会計を除く）の会計手法は、歳入と歳出を現金の受

け渡しの時点で認識する現金主義を採用し、毎年度、会計年度独立の原則に基づいて

単年度会計、単式簿記による歳入・歳出の収支計算により決算書等を作成しています。 
このような状況の中で、平成１８年８月３１日の総務事務次官通知「地方公共団体

における行政改革の更なる推進のための指針（地方行革新指針）」により、地方公共

団体における公会計の推進が要請され、平成１９年１０月１７日に総務省から通知さ

れた「公会計の整備推進について」及び「新地方公会計制度研究会報告書」では具体

的に普通会計ベース及び連結ベースの財務書類４表（貸借対照表、行政コスト計算書、

純資産変動計算書、資金収支計算書）を人口３万人以上の市では平成２１年度までに

整備する旨方針が示されました。 
「新地方公会計制度研究会報告書」において２つの財務書類作成モデルとして『基

準モデル』と『総務省方式改訂モデル』が示されました。２つのモデルでは作成過程

に違いがあり、『基準モデル』ではすべての資産台帳の整備と個別出納データ単位で

の複式簿記の考え方が初期の段階から必須としているのに対し、『総務省方式改訂モ

デル』では、暫定的に決算統計等の集計データの活用が認められています。（総務省

方式改訂モデルにおいても、段階的な固定資産台帳の整備と複式簿記の考え方の導入

が求められています。） 
当市では県内の多くの市町で導入（予定）されている『総務省方式改訂モデル』に

て財務書類を作成し公開することとしました。 
 
（２）財務書類４表とは 
財務書類４表とは、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資

金収支計算書」の総称であり、官庁会計における「単式簿記」、「現金主義」で作成し

た歳入歳出決算書とは異なり、民間企業における「複式簿記」、「発生主義」の考え方

を採用し作成された財務書類です。 
財務書類４表を作成することで現行の現金主義の会計制度では把握することが困

難な、建物等の現在の価値、地方債の償還金や退職手当引当金などの将来的に必要な

支出、建物等の減価償却による費用などを算定し、資産・債務のストック情報や行政

コストなどを把握するための補完的な役割を果たします。 
なお、普通会計財務書類に加え、その他の特別会計、企業会計や、志摩市と他の自

治体と共同で行政サービスを実施している一部事務組合・広域連合等も一つの行政サ

ービス実施主体とみなし、連結財務書類も作成しています。 
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 ①貸借対照表 
地方公共団体が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、そ

の資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示した

一覧表です。資産合計額（左側）と負債・純資産合計額（右側）が一致し、左右が

バランスしていることからバランスシートとも呼ばれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②行政コスト計算書 
４月１日から翌年３月３１日までの１年間の行政活動のうち扶助費や施設の維

持管理、他団体への補助金など資産形成に結びつかない行政サービスに係る経費と、

利用者が負担した使用料や手数料など行政サービスの対価として得られた財源を

対比させた財務書類です。 
 
 ③純資産変動計算書 
貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が１年間でどのように変動し

たかを表している計算書です。 
純資産の部は今までの世代が負担してきた金額が計上されていますので、１年間

で今までの世代が負担してきた部分が増えたのか減ったのかがわかります。 
 
 ④資金収支計算書 
資金収支計算書は、年度内における資金の収入及び支出を性質の異なる３つの区

分（「経常的収支の部」、「公共資産整備収支の部」、「投資・財務的収支の部」）に分

けて表示した財務書類です。地方公共団体のどのような活動に資金が必要とされ、

それをどのように賄ったのか（資金の調達源泉）を読み取ることができ、年度末に

おける資金残高を計算しています。 
 
 ⑤財務書類４表の相互関係 
これまで、各財務書類について解説してきましたが、４つの表は相互に関連して

います。一つひとつの表を理解することも重要ではありますが、４つの表を相互に

 
 
 

資産 
（プラス財産） 

 

負債 
（マイナス財産） 

純資産 
（財産の差額） 

使う資産 

（例：インフラ資産、施設）

売れる資産、回収する資産 

（例：売却予定土地、貸付金）

将来世代の負担 

（例：地方債、将来支払う職

員の退職金） 

国・県の負担、過去又は現世

代の負担 

（例：補助金、これまでに収

納した税金） 
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関連付けて理解することが志摩市の財政状況を把握するうえで最も重要となりま

す。 
【貸借対照表】         【行政コスト計算書】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①                ②                 ③ 
     【資金収支計算書】        【純資産変動計算書】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 貸借対照表の資産のうち歳計現金（資金）の金額は、資金収支計算書の期末歳

計現金（資金）残高と対応します。貸借対照表では、現金の残高だけを表示して

いますが、資金収支計算書では、現金の残高になるまでの明細も表示しています

ので、資金収支計算書は貸借対照表の現金の明細表と言えます。 
② 貸借対照表の「純資産」の金額は、資産と負債の差額として計算されますが、

これは純資産変動計算書の「期末純資産残高」と対応します。前年度の貸借対照

表の純資産の部の額が今年度の純資産の部の額に変化した内容を増加と減少に

分けて表示したもので、①と同様に純資産変動計算書は貸借対照表の純資産の部

の明細表と言えます。 
③ 行政コスト計算書の「純経常行政コスト」の金額は、経常行政コストと経常収

益の差額ですが、これは純資産変動計算書の「純経常行政コスト」と対応します。 
 
 

 
資 産 

 
 
 

 
負 債 

 
 

経常行政コスト 
 

経常収益 
 

 

歳計現金（資金）増減額 
収 入 

 
支 出 

 ＋ 
期首歳計現金（資金）残高 

 
 

 

期首純資産残高 
 
 

 ＋ 
一般財源・補助金受入等 

 ± 
資産評価替・科目振替等 

 
 

純資産 

歳計現金 
（資金） 

― 
＝ 

 ＝ 

期末歳計現金（資金）残高

― 

純経常行政コスト 

純経常行政コスト 

＝ 

期末純資産残高 

―
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２．普通会計財務書類について 
 
（１）普通会計財務書類の作成基準 
志摩市の普通会計財務書類は、「新地方公会計制度実務研究会報告書」に基づき、「総

務省方式改訂モデル」で作成しています。 
 
①対象会計 
この財務書類は、次の会計からなる普通会計を対象としています。 
・一般会計 
・住宅新築資金等貸付事業特別会計 
・公共用地取得整備特別会計 

 
②作成基準日 
平成２１年３月３１日を作成基準日としています。 
出納整理期間（平成２１年４月１日～５月３１日）における取引は、基準日まで

に終了したものとして処理しています。 
 
③基礎数値 
原則として昭和４４年度から平成２０年度までの地方財政状況調査（決算統計）

における数値、平成２０年度決算書等の数値を使用しています。 
 
④回収不能見込額の計上方法 
回収不能見込額の計上については、それぞれの収入科目において「不納欠損額／

（滞納繰越収入額＋不納欠損額）」の過去の不納欠損実績率により推計し算定・計

上しています。 
 
⑤退職手当引当金の計上方法 
退職手当引当金の計上については、特別職を含む全職員が年度末に普通退職した

と仮定して算定・計上しています。 
 
⑥公共資産の評価方法 
公共資産の計上については、再調達価額によることとされていますが、「総務省

方式改訂モデル」については段階的整備が認められており、有形固定資産について

は取得価額（昭和４４年度から平成２０年度までの地方財政状況調査における普通

建設事業費）で、売却可能資産については再調達価額で計上しています。 
また、売却可能資産については、主に普通財産（公用又は公共用に供されていな

い、又は供される予定でない財産）のうち土地を計上しており、再調達価額の算定

については、固定資産税評価を基礎とした評価（評価基準日：平成２１年１月１日）
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により行っています。 
 
⑦有形固定資産の耐用年数 
有形固定資産は、「新地方公会計制度実務研究会報告書」で示された耐用年数に

従い、残存価額を０とする定額法により減価償却しています。なお、土地について

は減価償却をしていません。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※地方財政状況調査（決算統計）とは・・・ 
 
 総務省により地方自治法第２５２条の１７の５第２項の規定に基づき

毎年行われるもので、前年度の地方公共団体の決算に関する統計調査で

す。予算執行を通じて地方公共団体がどのような行政運営を行ったかを見

るための基礎資料となり、この調査数値を用いて様々な財政指数が計算さ

れます。 
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（２）平成 20年度決算に基づく財務書類４表 
 
 （２）－１ 貸借対照表 

  平成２０年度末の志摩市の「資産」は、１，０５９億９千１百万円あります。こ

の「資産」を形成するための財源は、国・県の補助金やこれまでの世代が負担した

「純資産」が７１７億５千７百万円、将来世代の負担である「負債」は３４２億３

千４百万円となっています。おおむね「負債」が３２％、「純資産」が６８％の割

合となっています。 
 

貸 借 対 照 表 
（平成 21年 3月 31日） 

（単位:千円） 

【資産の部】 【負債の部】 
１．固定負債 
 (1)地方債 
 (2)長期未払金 
 (3)退職手当引当金 
 (4)損失補償等引当金 
 
２．流動負債 
 (1)翌年度償還予定地方債 
 (2)短期借入金 
 (3)未払金 
 (4)翌年度支払予定退職手当 
 (5)賞与引当金 

31,260,799 
24,987,213 

449,376 
5,824,210 

0 
 

2,973,656 
2,539,229 

0 
87,933 

0 
346,494 

負 債 合 計 34,234,455 
【純資産の部】 

１．公共資産等整備国県補助金等 
２．公共資産等整備一般財源 
３．その他一般財源 
４．資産評価差額 

17,772,842 
66,818,138 
▲13,120,212 

285,808 

１．公共資産 
(1)有形固定資産 
(2)売却可能資産 

 
 
 
２．投資等 

(1)投資及び出資金 
(2)貸付金 
(3)基金等 
(4)長期延滞債権 
(5)回収不能見込額 
 
 
３．流動資産 
 (1)現金預金 
 (2)未収金 
 
 

96,965,584 
96,639,305 

326,279 
 
 
 

7,422,132 
2,849,304 

388,828 
3,261,410 
1,701,773 
▲779,183 

 
 

1,603,315 
1,423,282 

180,033 

純 資 産 合 計 71,756,576 
資産合計 105,991,031 負債・純資産合計 105,991,031 
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 （２）－２ 行政コスト計算書 
  平成２０年度の「経常行政コスト」は、減価償却費や退職手当引当金といった非

現金支出を含め２０６億７千万円、これに対して「経常収益」は５億８千万円（受

益者負担割合は２．８％）で差引き「純経常行政コスト」は２００億９千１百万円

となっています。 
 

行 政 コ ス ト 計 算 書 
自 平成 20年 4 月 1 日 
至 平成 21年 3 月 31日 

（単位：千円）     

 金 額 （構成比率） 
【経常行政コスト】 20,670,419 100.0% 

１．人にかかるコスト 
 (1)人件費 
 (2)退職手当引当金繰入等 
 (3)賞与引当金繰入額 
 
２．物にかかるコスト 
 (1)物件費 
 (2)維持補修費 
 (3)減価償却費 
 
３．移転支出的なコスト 
 (1)社会保障給付 
 (2)補助金等 
 (3)他会計等への支出額 
 (4)他団体への公共資産整備補助金等 
 
４．その他のコスト 
 (1)支払利息 
 (2)回収不能見込計上額 
 (3)その他行政コスト 

5,747,498 
4,563,090 

837,914 
346,494 

 
6,661,378 
2,906,865 

173,891 
3,580,622 

 
7,810,806 
2,346,581 
2,521,228 
2,730,923 

212,074 
 

450,737 
490,050 
▲39,313 

0 

27.8% 
22.1% 
4.1% 
1.7% 

 
32.2% 
14.1% 
0.8% 

17.3% 
 

37.8% 
11.4% 
12.2% 
13.2% 
1.0% 

 
2.2% 
2.4% 
▲0.2% 

0.0% 

   

【経常収益】 579,706  
１．使用料・手数料 
２．分担金・負担金・寄附金 

520,021 
59,685 

 

   

（差引）純経常行政コスト 20,090,713  
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 （２）－３ 純資産変動計算書 
  平成２０年度の純経常コスト２００億９千１百万円に対して、地方税や地方交付

税などの一般財源が１６４億９千３百万円、補助金が２６億４千３百万円ありまし

たが、災害復旧事業費など臨時的な要因によるコストが１千６百万円、売却可能資

産を計上したことなどによる要因で資産評価替えによる変動額が２億７千１百万

円となっています。 
その結果、期首に７２４億６千６百万円であった純資産残高が、期末では７１７

億５千７百万円の純資産残高となり７億９百万円減少することとなりました。 
 

純 資 産 変 動 計 算 書 
自 平成 20年 4 月 1 日 
至 平成 21年 3 月 31日 

（単位：千円）         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

▲708,974 

 
 
 

 純資産合計 
【期首純資産残高】 72,465,550 

 純経常行政コスト 
 
 一般財源 
  地方税 
  地方交付税 
  その他行政コスト充当財源 
 
 補助金等受入 
 
 臨時損益 
  災害復旧事業費 
  公共資産除売却損益 
  投資損失 
 
 資産評価替えによる変動額 
 
 無償受資産受入 
 
 その他 

▲20,090,713 
 

16,493,132 
6,426,923 
8,107,451 
1,958,758 

 
2,643,019 

 
▲25,746 
▲15,554 

0 
▲10,192 

 
271,334 

 
0 
 

0 

【期末純資産残高】 71,756,576 
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 （２）－４ 資金収支計算書 
  「経常的収支の部」で生じた余剰（黒字）４１億８千５百万円で、「公共資産整

備収支の部」の収支不足（赤字）７億３千６百万円と「投資・財務的収支の部」の

収支不足（赤字）３１億６千３百万円を補てんしています。 
 「経常的収支の部」の黒字額が、「公共投資整備収支の部」と「投資・財務的収支

の部」の収支不足額の合計よりも大きいため、期首に３億６千２百万円あった現金

が、期末では２億８千７百万円増加し、６億４千９百万円となっています。 
 
【経常的収支の部】  【公共資産整備収支の部】 

 収 入 
3,563,293千円 

 
・国県補助金 
・地方債発行額 
・基金取崩額 
・その他 
 

 収支不足 ② 
735,937千円 

支 出 
4,299,230千円 

 
・公共資産整備支出 
・公共資産整備補助

金等 
・他会計等への建設

費充当財源繰出 
 
 

   

支 出 
16,304,771千円 

 
・人件費 
・物件費 
・社会保障給付 
・補助金等 
・支払利息 
・他会計等への事務

費充当財源繰出 
・その他 

 【投資・財務的収支の部】 
 収 入 

524,555千円 
 
・国県補助金等 
・貸付金回収額 
・基金取崩額 
・地方債発行額 
・公共資産等売却収入

・その他 

収 入 
20,489,931千円 

 
・地方税 
・地方交付税 
・国県補助金 
・使用料、手数料 
・分担金、負担金等 
・諸収入 
・地方債発行額 
・基金取崩額 
・その他 
 収支余剰 ① 

4,185,160千円 

 収支不足 ③ 
3,162,676千円 

支 出 
3,687,231千円 

 
・投資及び出資金 
・貸付金 
・基金積立額 
・他会計等への公債

費充当財源繰出 
・地方債償還額 

   ①－（②＋③） 286,547千円 
期首歳計現金残高 

362,139千円 
 期末歳計現金残高 

648,686千円 
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３．連結財務書類について 
 
（１）連結財務書類とは 
 連結財務書類とは、普通会計のほか、自治体を構成するその他の特別会計や、自治

体と連携協力して行政サービスを実施している関係団体や法人を一つの行政サービ

ス実施主体とみなして作成する財務書類です。 
 志摩市の連結対象範囲は、「新地方公会計制度実務研究会報告書」に基づく「総務

省方式改定モデル」により、普通会計、公営企業会計（法適用）、その他の特別会計、

一部事務組合・広域連合、地方三公社、そして市が一定割合以上出資を行っている第

三セクター等となっています。 
 
（２）連結財務書類の作成基準 
 ①連結対象会計・団体 

区    分 会計・法人名等 

普通会計 

個々の地方公共団体ごとに異なってい

る一般会計など各会計の範囲について

財政比較などをするために、地方財政統

計上統一的に用いられる会計区分です。 

一般会計 
住宅新築資金等貸付事業特別会

計 
公共用地取得整備特別会計 

公営企業会計

（法適用） 

組織・財務について特例を定めている地

方公営企業法を適用又は一部適用して

いる地方公共団体が営む企業で、独立採

算により経営を行っている会計です。 

水道事業会計 
下水道事業会計 
病院事業会計 

地 

方 

公 

共 

団 
体 

その他の特別

会計 

公営企業会計（法適用）と同様に、特定

の収入をもって事業を行っている会計

で、上記の普通会計及び公営企業会計

（法適用）に属さない会計です。 

国民健康保険特別会計 
老人保健特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
介護保険特別会計 
介護サービス事業特別会計 
下水道事業特別会計 
公共駐車場整備特別会計 

一部事務組合・広域

連合 

複数の地方公共団体が、行政サービスの

一部を共同で行うことを目的として設

置する組織です。 

志摩広域行政組合 
志摩広域消防組合 
鳥羽志勢広域連合 
三重県後期高齢者医療広域連合 
三重地方税管理回収機構 

地方三公社・第三セ

クター等 
出資法人等については、出資比率が 50%
以上の法人を対象としています。 

志摩市土地開発公社 

※三重県市町職員退職手当組合については、普通会計の財務書類を作成した段階において連結したとみなし、伊

勢地域農業共済事務組合については、財務書類未作成のため平成２０年度決算においては連結対象団体としてい

ません。 
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 ②調整事項 
  以下の点について、連結を行うに当たって調整を行っているため、各固有の貸借

対照表などとは違いがあります。調整した金額については「相殺等による調整額」

に計上されています。 
 
 ※既存の財務書類を修正している主なもの 
  ・企業会計における企業債を資本から負債に振り替えています。 
  ・企業会計、特別会計の退職手当等引当金は、普通会計に合わせ年度末に全職員

が普通退職したと想定して計上しています。 
 
 ※連結を行うに当たり相殺消去している主なもの 
  ・企業会計・地方三公社・第三セクター等への出資金など 
  ・その他の特別会計への繰出金など 
  ・一部事務組合、広域連合への負担金など 
  ・会計・団体間の未収金・未払金など  
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（３）平成２０年度決算に基づく連結財務書類４表 
 連結財務書類４表について、連結額と会計・団体区分別の内訳を示したものが以下のとおりです。 
 

連結貸借対照表（連結額と会計・団体区分別内訳） 
（平成 21年 3月 31日） 

（単位：千円） 
会計名 普通会計 公営企業会計

（法適用） 
その他の 
特別会計 

一部事務組合・ 
広域連合 

地方三公社・ 
第三セクター 

相殺等による 
調整額 連 結 

【資産の部】        
１．公共資産 96,965,584 17,984,331 9,299,775 5,181,797 0 0 129,431,487 
(うち有形固定資産) 96,639,305 17,787,699 9,299,775 5,181,797 0 0 128,908,576 
２．投資等 7,422,132 436,168 577,213 2,119,181 0 ▲1,207,752 9,346,942 
(うち基金等) 3,261,410 5,716 366,838 2,119,181 0 0 5,753,145 
３．流動資産 1,603,315 1,514,398 1,434,634 972,944 13,087 0 5,538,378 
(うち資金) 1,423,282 1,264,652 1,364,064 972,944 13,087 0 5,038,029 
４．繰延勘定 0 0 0 0 0 0 0 

資産合計 105,991,031 19,934,897 11,311,622 8,273,922 13,087 ▲1,207,752 144,316,807 
        
【負債の部】        
１．固定負債 31,260,799 6,435,083 4,510,640 4,364,264 0 0 46,570,786 
(うち地方債) 24,987,213 5,670,370 4,340,931 2,760,283 0 0 37,758,797 
(うち退職手当等引当金) 5,824,210 764,713 169,709 1,603,981 0 0 8,362,613 
２．流動負債 2,973,656 1,019,044 228,322 226,434 0 0 4,447,456 
(うち翌年度償還予定地方債) 2,539,229 394,770 213,253 146,879 0 0 3,294,131 

負債合計 34,234,455 7,454,127 4,738,962 4,590,698 0 0 51,018,242 
【純資産の部】        
１．公共資産等整備国県補助金等 17,772,842 4,782,977 4,451,262 1,352,060 0 0 28,359,141 
２．公共資産等整備一般財源等 66,818,138 8,900,733 339,962 968,980 0 ▲1,085,752 75,942,061 
３．他団体及び民間出資分 0 0 0 0 0 0 0 
４．その他一般財源等 ▲13,120,212 ▲1,202,940 1,781,436 1,362,184 13,087 ▲122,000 ▲11,288,445 
５．資産評価差額 285,808 0 0 0 0 0 285,808 

純資産合計 71,756,576 12,480,770 6,572,660 3,683,224 13,087 ▲1,207,752 93,298,565 
負債・純資産合計 105,991,031 19,934,897 11,311,622 8,273,922 13,087 ▲1,207,752 144,316,807 
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連結行政コスト計算書（連結額と会計・団体区分別内訳） 
自 平成 20年 4 月 1 日 
至 平成 21年 3 月 31日 

（単位：千円） 
会計名 普通会計 公営企業会計

（法適用） 
その他の 
特別会計 

一部事務組合・ 
広域連合 

地方三公社・ 
第三セクター 

相殺等による 
調整額 連 結 

(１)人件費 4,563,090 1,014,020 171,357 1,216,745 61 0 6,965,273 
(２)退職手当引当金繰入等 837,914 230,402 51,681 51,621 0 0 1,171,618 
(３)賞与引当金繰入等 346,494 60,877 15,069 79,556 0 0 501,996 
小計 (人にかかる経費) 5,747,498 1,305,299 238,107 1,347,922 61 0 8,638,887 

(１)物件費 2,906,865 1,576,078 367,990 632,556 29 ▲4,582 5,478,936 
(２)維持補修費 173,891 68,135 22,269 10,483 0 0 274,778 
(３)減価償却費 3,580,622 525,570 280,224 258,368 0 0 4,644,784 
小計 (物にかかる経費) 6,661,378 2,169,783 670,483 901,407 29 ▲4,582 10,398,498 

(１)社会保障給付費 2,346,581 0 9,536,510 4,824,345 0 ▲455,912 16,251,524 
(２)補助金等 2,521,228 0 2,334,325 104,597 70 ▲1,706,761 3,253,459 
(３)他会計等への支出額 2,730,923 0 110,215 21,245 0 ▲2,826,554 35,829 
(４)他団体への公共資産整備補助金等 212,074 0 0 0 0 0 212,074 
小計 (移転支出的な経費) 7,810,806 0 11,981,050 4,950,187 70 ▲4,989,227 19,752,886 

(１)支払利息 490,050 188,509 103,503 52,030 0 ▲1,237 832,855 
(２)回収不能見込計上額 ▲39,313 191 ▲7,540 0 0 0 ▲46,662 
(３)その他行政コスト 0 1,272 51,162 0 0 0 52,434 
小計 (その他の経費) 450,737 189,972 147,125 52,030 0 ▲1,237 838,627 
経常行政コスト (Ａ) 20,670,419 3,665,054 13,036,765 7,251,546 160 ▲4,995,046 39,628,898 

        
使用料・手数料 520,021 5,123 0 336 0 0 525,480 
分担金・負担金・寄附金 59,685 16,704 4,548,749 4,684,504 0 ▲2,479,065 6,830,577 
保険料 0 0 2,794,669 0 0 0 2,794,669 
事業収益 0 2,633,490 88,035 565,604 0 0 3,287,129 
その他特定行政サービス収入 0 31,268 39,014 26,331 47 0 96,660 
他会計補助金等 0 566,716 1,641,485 0 0 ▲2,208,201 0 

経常収益 (B) 579,706 3,253,301 9,111,952 5,276,775 47 ▲4,687,266 13,534,515 
        
(差引)純経常行政コスト(A)－(B) 20,090,713 411,753 3,924,813 1,974,771 113 ▲307,780 26,094,383 
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連結純資産変動計算書（連結額と会計・団体区分別内訳） 
自 平成 20年 4 月 1 日 
至 平成 21年 3 月 31日 

（単位：千円） 

会計名 普通会計 公営企業会計

（法適用） 
その他の 
特別会計 

一部事務組合・ 
広域連合 

地方三公社・ 
第三セクター 

相殺等による 
調整額 連 結 

期首純資産残高 72,465,550 12,489,371 6,545,426 3,308,809 13,200 ▲1,169,708 93,652,648 

純経常行政コスト ▲20,090,713 ▲411,753 ▲3,924,813 ▲1,974,771 ▲113 307,780 ▲26,094,383 

一般財源 
 地方税 
 地方交付税 
 その他行政コスト充当財源 

 
6,426,923 
8,107,451 
1,958,758 

 
 
 
 

 
 
 

199 

 
 
 

343,072 

 
 
 
 

 
 
 

▲231,934 

 
6,426,923 
8,107,451 
2,070,095 

補助金等受入 2,643,019 78,527 3,951,848 2,006,114   8,679,508 

臨時損益 
 災害復旧事業費 
 公共資産除売却資産 
 投資損失 
 収益事業純損失 

 
▲15,554 

 
▲10,192 

 

 
 
 
 

▲54,882 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
▲15,554 

 
▲10,192 
▲54,882 

出資の受入・新規設立  112,000    ▲112,000 0 

資産評価替えによる変動額 271,334      271,334 

無償受贈資産受入        

その他  267,507    ▲1,890 265,617 

期末純資産残高 71,756,576 12,480,770 6,572,660 3,683,224 13,087 ▲1,207,752 93,298,565 
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連結資金収支計算書（連結額と会計・団体区分別内訳） 
自 平成 20年 4 月 1 日 
至 平成 21年 3 月 31日 

（単位：千円） 

会計名 普通会計 
公営企業会計

（法適用） 
その他の 
特別会計 

一部事務組合・ 
広域連合 

地方三公社・ 
第三セクター 

相殺等による 
調整額 

連 結 

経常的支出合計 16,304,771 2,998,580 12,728,500 7,057,649 160 ▲4,635,045 34,454,615 
経常的収入合計 20,489,931 3,560,102 12,866,036 7,254,479 47 ▲4,915,744 39,254,851 
経常的収支 4,185,160 561,522 137,536 196,830 ▲113 ▲280,699 4,800,236 
        
公共資産整備支出合計 4,299,230 1,129,602 0 44,227 0 ▲310,825 5,162,234 
公共資産整備収入合計 3,563,293 1,122,233 0 35,678 0 ▲135,187 4,586,017 
公共資産整備収支 ▲735,937 ▲7,369 0 ▲8,549 0 175,638 ▲576,217 
        
投資・財務的支出合計 3,687,231 1,067,391 297,226 431,858 0 ▲160,861 5,322,845 
投資・財務的収入合計 524,555 392,583 146,155 336,062 0 ▲55,800 1,343,555 
投資・財務的収支 ▲3,162,676 ▲674,808 ▲151,071 ▲95,796 0 105,061 ▲3,979,290 
        
当年度歳計現金増減額 286,547 ▲120,655 ▲13,535 92,485 ▲113 0 244,729 
期首歳計現金残高 362,139 1,385,307 673,154 109,973 13,200 0 2,543,773 
期末歳計現金残高 648,686 1,264,652 659,619 202,458 13,087 0 2,788,502 
 
 
 
 
 
 
 



 17

４．用語解説 
 
【貸借対照表】（普通会計） 

用 語 解  説 
有形固定資産 行政サービスを提供するために使用する資産など 

行政目的別に分類しているが、予算科目との対応は以下のとおり 
貸借対照表 予算科目 

生活インフラ・国土保全 土木費 
教育 教育費 
福祉 民生費 
環境衛生 衛生費 
産業振興 農林水産業費、労働費、商工費 
消防 消防費 
総務 総務費、その他  

売却可能資産 遊休資産や未利用資産などの売却が可能な資産 
平成２０年度貸借対照表においては、主に普通財産（公用又は公共用に

供されていない、又は供される予定でない財産）のうち土地を計上 
投資及び出資金 公営企業会計への出資金や民間企業の株式、財団法人への出損金など 
投資損失引当金 将来発生する可能性のある投資損失見込額 

出資先団体の資産や負債の状況から、損失の見込額を算定 
長期延滞債権 市税や貸付金・使用料などの収入未済額のうち、１年以上経過したもの 
未収金 市税や貸付金・使用料などの収入未済額のうち、１年以内に発生したも

の 
その他特定目的基金 地域振興基金や地域福祉基金など、特定の目的のために設けている基金 
財政調整基金 年度間の財源調整を図り、財政の健全な運営のために設けている基金 
減債基金 地方債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設けている

基金 
回収不能見込額 長期延滞債権や未収金のうち、将来回収不能と見込まれる額 

過去の不納欠損の実績などから算定 
退職手当引当金 将来発生すると考えられる退職手当見込額を負債計上したもの 

特別職を含む全職員が年度末に普通退職したと仮定して算定。翌年度支

払予定の額は、流動負債の「翌年度支払予定退職手当」に計上。なお、

退職手当組合に加入している場合は、翌年度の退職手当は退職手当組合

から支給されるため、翌年度支払予定退職手当を計上しない。 
損失補償等引当金 将来発生する可能性のある損失補償等の履行見込額を負債計上したも

の。債務残高の額などを基準として算定 
賞与引当金 将来発生すると考えられる期末勤勉手当見込額を負債計上したもの 

翌年度６月支給分の支給対象期間の１２月から翌年５月までのうち、 
１２月～翌年３月までの４箇月分を算定 
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【行政コスト計算書】（普通会計） 
用 語 解  説 

人件費 給与（報酬、職員給、各種手当など）から退職手当及び前年度賞与引当金

を除いた額 
退職手当引当金繰入

等 
賞与引当金繰入額 

貸借対照表上のそれぞれの引当金の項目に、当年度繰り入れた額 

物件費 旅費、備品購入費、委託料、光熱水費などの経費 
維持補修費 施設などの維持修繕に要する経費 
減価償却費 有形固定資産が経年劣化などに伴い、価値が減少したと認められる額 
社会保障給付 児童手当の支給、高齢者や障害者に対する援護措置、生活保護などに要す

る経費 
補助金等 各種団体に対する補助金など 
他会計等への支出額 特別会計など他会計に対する繰出金 
他団体への公共資産

整備補助金等 
貸借対照表の欄外に注記した「他団体及び民間への支出金により形成され

た資産」の当該年度分支出額 
支払利息 地方債及び一時借入金の利子支払額 
回収不能見込計上額 貸付金や未収金などについて、貸借対照表上の回収不能見込額に当年度計

上した額 
使用料 施設を利用した際に徴収する料金の調定額 
手数料 戸籍や住民票、税務証明の発行など公の役務の提供に対し徴収する料金の

調定額 
分担金・負担金・寄

附金 
分担金・負担金、寄附金の調定額 

純経常行政コスト 経常行政コストから行政サービス提供の対価である使用料・手数料や分担

金・負担金などの経常収益を差し引いた額 
これについては市税など一般財源等により賄われる 
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【純資産変動計算書】（普通会計） 
用 語 解  説 

公共資産等整備国県

補助金等 
公共資産等整備一般

財源等 

貸借対照表の有形固定資産、投資及び出資金、貸付金、基金（公共資産

整備に充当しないことが明らかなものを除く）を形成している財源 

その他一般財源等 貸借対照表の公共資産等整備以外の財源 
資産評価差額 時価評価に伴う変動額や、寄附などにより無償で受贈した場合の評価差

額 
地方税 市民税、固定資産税、軽自動車税など 
地方交付税 普通交付税、特別交付税 
その他行政コスト充

当財源 
地方譲与税、地方消費税交付金、地方特例交付金など 

補助金等受入 国や県からの補助金 
臨時損益 経常的でない特別な事由に基づく損益 
災害復旧事業費 災害によって被害を受けた施設などを復旧するための事業費 
科目振替 純資産を構成する科目相互間での資金の振替のための項目 
公共資産整備への財

源投入 
貸借対照表の公共資産を整備するために投じられた財源の変動 

公共資産処分による

財源増 
土地の売却など資産処分による財源の変動 

貸付金・出資金等への

財源投入 
貸借対照表の投資及び出資金、貸付金、基金に投じられた額 

貸付金・出資金等の回

収等による財源増 
投資及び出資金、貸付金、基金を回収したことによる財源の変動 

減価償却による財源

増 
減価償却による公共資産等形成の財源からその他一般財源等への振替 

資産評価替えによる

変動額 
売却可能資産を時価評価したことによる変動額など 

無償受贈資産受入 寄附などにより無償で受贈した資産の貸借対照表計上額 

 


